
自己評価から見える課題及びその改善策 

 

１ 学校教育目標 

課

題 

〇「夢と生きる力を育む」のもと、生徒たちが真の生きる力を身に着けようとしている

様子、先生方が日々指導されている様子がいろいろな場面でみられている。校長先生

も、毎月の目標を提唱してくださり、助けられている。この取り組みを、今後も継続

していくことが今後の課題である。 

改

善

策 

〇 学校だよりのみならず、学年だより・学級だより等に折に触れて学校教育目標を盛

り込むことで、生徒・保護者・地域に学校教育目標を浸透させていく。 

 

２ 学級・学年経営 

課

題 

〇 分掌の仕事量に偏りがある。一部の職員に負担がいっている。生徒会と東中祭の仕

事を分けるのはどうか？ 

〇 学年行事が計画的に運営されていない。急の変更などもあり戸惑う。 

改

善

策 

〇 仕事量については、毎年、課題として出されるが、学年内での分担で十分に確認し

て分掌に携わるしかない。また分掌内での分担も考慮してほしい。 

〇 東中祭を生徒会の仕事から分離させることは、十分に話し合う必要がある。 

〇 学年行事の日程については、４月当初がどうしても忙しくスタートしてしまい、十

分に話し合いの時間がとれないまま行事が動き始めてしまうが、できるだけ当初に時

間を割いて話し合ってほしい。また、一度決まったことの変更は、会議等で必ず報告

してほしい。 

 

３ 生徒指導 

課

題 

〇 ルール、情報の共有に課題があるという意見が出ている。現状では、週１回の生徒

指導委員会で、情報交換を行い、それぞれの学年で資料を回覧していただいている。

文書の情報共有が多い中、教員間での会話を密にもつようにしていきたい。また学校

のルールを、全体で確認する場面がない。 

改

善

策 

〇 学年当初に生活ガイダンスを行い、全教員、全生徒で生活していく上でのルールを

確認し、指導のガイドラインを作り上げる。また文書の情報共有と共に、報告連絡相

談を密にしていくようにしていく。 

 

４ 教育相談 

課
題 

〇 学年の生徒の教育相談は学年職員が把握できるようにすべき。 

改
善
策 

〇 相談部会のファイルは相談部会（月に 1 度）後に回覧しているので、週に 1 度の回
覧は困難。各学年で生徒について密に連絡を取り合うようにしていく。 

〇 スクールカウンセラーさんを研修の講師として、１学期の早い段階で校内研修を開
催していくことにしたい。 



５ 校内研修 

課

題 

〇 研究課題・研究の方法等の見直し 

改

善

策 

〇 研究課題についてのアンケート（研究課題の募集） 

 

６ 人権教育 

課

題 

〇 クラスによっては、授業をしていても、平気で人権侵害にあたる言葉を言う雰囲気

がある。 

改

善

策 

〇 その授業を担当している教諭が、「そのような言動は断固として許さない」という指

導をしていく。（その方法は、様々である） 

 

７ 学習指導 

課

題 

〇評価方法、年間授業時間数（実時数）を確認したいと思います。その上で、新学習指

導要領に備えましょう。 

〇 「本時のねらい」を持たせるよう。研修で行ったものが職員や子供にも定着させる

こと 

改

善

策 

〇 各自がしっかりと把握するとともに、教務の先生方で把握されていると思います。 

〇 教科の研究授業や授業見学の機会を設け、職員に相互の授業の様子を見る。（負担の

ないように）次年度の研修において、考えて頂ければと思います。 

 

８ 進路指導 

課

題 

〇 少なくとも私が所属する学年は、３年間を見通していない。そもそも学活の中にキ

ャリア教育の部分がほとんど組み込まれず、行事に向けての取り組みばかりである。 

〇 ３年間を見通した形でのキャリア計画が見えない。 

改

善

策 

〇 少なくとも私が所属する学年は、３年間を見通していない。そもそも学活の中にキ

ャリア教育の部分がほとんど組み込まれず、行事に向けての取り組みばかりである。 

〇 ３年間を見通した形でのキャリア計画が見えない。 

 

９ 道徳教育 

課

題 

〇 行事等の準備で、道徳が使われている。 

〇 どんな実践をしているのか、見えづらい部分がある。 

改

善

策 

〇 授業を上手く振り替え、時間を確保する。 

〇 共有フォルダに実践資料を作りました。資料を入れて下さい。 

 

 



10 特別活動（学級活動） 

課

題 

〇「掲示物の充実」が例年より下回っている。 

〇 リーダーになる子たちばかりが目立つような雰囲気がある。 

〇 年間計画等がほしい 

〇 先生方の特別活動などで工夫されているものがみたい。 

改

善

策 

〇 教室掲示については、各担任が他のクラスを見て参考にする。 

若手の人たちのために、学年で掲示の仕方について話してみるのも良い。 

学年室掲示については、担当の先生を中心に充実させたい(いなければ配置する)。 

写真を掲示するだけでもよいと思う。(写真印刷がしづらくなったのも要因か) 

〇 学級委員の活動だけでなく、委員会や実行委員など、学年や学級でも輝ける場を先

生方と協力して行っていく。 

生徒朝会を行っても良いかもしれない。 

〇 年間計画をまずは参考にする。 

３か年となると、各学年の色があるので難しいが、各学年で計画を立てる人を配置す

るとよい。 

各学年のフォルダに学活のフォルダをつくり、そこに先生方の工夫されているもの

をデータ化していれておく。 

 

11 特別活動（生徒会活動） 

課

題 

〇 生徒はやる気や意欲があるが、教員に余裕がなさすぎる・生徒会担当の負担が大き

い。組織面で考える必要あり。 

〇 専門委員会と本部役員のつながりが薄い。生徒を動かすための組織が整理されてい

ない。 

改

善

策 

〇 組織面も含めて、現在改善策を考えておりますので、後ほど提案させて頂きます。

また、先生方の意見やアイデア、資料などを頂けると非常に助かります。 

〇 本部役員がそれぞれ分担して委員会に出向き、各委員会の動きを把握する。 

 

12 部活動 

課

題 

〇  部活動の時間の確保  

改

善

策 

〇 下校時間の延長・・・でも難しい。 

 

 

 

 

 

 



13 保健指導 

課

題 

〇 健康診断の結果から、むし歯の治療率向上が課題の一つである。 

改

善

策 

〇 むし歯の治療については、本人への個別指導と保護者へのアプローチが大切である。

特に夏休みの家庭訪問や三者面談の機会に話題にしていただき、治療につなげたい。 

 

14 学校安全 

課

題 

〇 交通安全については、もっと学校を挙げて行なっていく必要がある（事故がおこり

すぎ）交通安全教室を開くなど、工夫する必要がある。自転車の乗り方を指導したり、

確認をしたりする場がない。計画的でない。危機管理が人によって大きく異なる。 

改

善

策 

〇 計画を立て、全体での交通安全教室や集会、自転車の乗り方の啓発を行っていく。

（全校での集会や生徒朝会などを活用していく）学期に一度以上を目標とした安全意

識を高めるチェックや指導を行っていく。年度当初の避難経路の確認を行い、引き渡

し訓練等を行っていくならば詳しい名簿の作成が必要なため新たな形式や方法を考

えていく。 

 

15 給食・食育 

課

題 

〇 配ぜん中におしゃべりしている生徒が多い。立ち歩く生徒を見ても担任は注意して

いなかった。また、食べ終わると生徒が立ち歩いているクラスもある。 

〇 食事をしている生徒の隣で歯磨きをしている子がいるのは、不自然である。 

改

善

策 

〇 13時の着席を徹底し、当番以外は配膳中に立ち歩かないようにする。 

〇 配膳の当番もマスクを着用する。 

〇 食べ終わった後も挨拶が終わるまでは着席して待つようにルールを徹底する。 

〇 歯磨きは、クラス全体で「ごちそうさま」をしてから行う。→クラスで歯磨きを始め

るタイミングを合わせる。（給食終了のチャイムが鳴る前であっても、「ごちそうさま」

が終わっていれば、教室内で歯磨きを行ってよい。） 

 

16 ボランティア・福祉教育 

課

題 

〇 現在のボランティア活動に対し、積極的活動を推進していく。 

改

善

策 

〇 現在のボランティア活動に対し、他校の活動（ボランティア部、ボランティア委員

会）等も参考に考え活動していく。 

 

 

 

 

 



17 清掃・環境教育 

課

題 

〇 清掃中にふざけることはないが、汚いところを時間いっぱいきれいにするという意

識はない。なぜならば、朝清掃の５分後が読書となっており、次の活動の間に合わな

いと担任に指導されるからである。また、十分にきれいにするには、清掃時間が短す

ぎる。 

〇 清掃を本当によくやる生徒たちなので、それに合った用具の準備が必要かもしれま

せん。学年や学級、なかには個人で調達している先生方もいます。 

〇 清掃指導が担当の先生によって大きく異なる。（あまり清掃に積極的でない子の指導

等） 

改

善

策 

〇 清掃に対する啓蒙活動を続けていく。 

〇 今の時間内できれいにしようと頑張っている生徒が多いと思われるので、よくでき

ているクラスを参考にしてもらう。 

〇 日課を変えることなく、現状の中でできることを考える。（「清掃の匠たち」のＤＶ

Ｄを参考にする。新ＤＶＤ只今作製中） 

〇 用具の準備は完全ではないが、常に補充できるようにしてある。まだ使えるメラニ

ンスポンジでもごみ箱に捨てられているところもあるので、「用具を大切に最後まで

使う」「他の場所と共有する」など改善できるところは他にもある。 

<アンケートから> 

〇清掃計画を今後も行い、定期的な指導（全体）や評価（表彰？）なども有りかと。 

<担当から> 

〇 清掃は奉仕的活動を育てる場なので、表彰等は行うつもりはない。 

〇 担任や学年、生徒指導担当と連絡を取り、（あまり清掃に積極的でない）生徒の現状

を知らせてもらい、適切な指導を全体でする。（一人で指導できないことは、みんなで

共有する。） 

〇 よくできているクラスを参考にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 家庭・地域との連携 

課

題 

〇 小学校との情報交換があまりできていない。（計画的に資料が用意されていないた

め、漏れがある。小中の連携をより濃密にする必要がある。 

〇 情報交換ができている職員は、全体の一部である。 

改

善

策 

〇 小中の関わりを増やす。（小学生の学校行事に中学生がボランティアとして参加する

など。） 

〇 夏の職員研修等で、小中合同研修会を開く。 

（日程・内容等で難しいかもしれないが…。） 

〇 1年で行っている「地域に学ぶ」を継続し、地域の方々の得意分野等を人材バンクと

して登録していただき、総合の授業等で力になっていただく。 

〇 地域の方との交流の場面を今以上に増やす。（「PTA活動」「少年を守る会」「幸松地区

文化祭」「地区運動会」「4校合同パトロール」など） 

〇 生徒指導部の出張等で、学区内の小中の情報交換を意図的に行う。小中連携業務で

の情報を生徒指導主任に報告する。内容は生徒指導委員会で報告し、学年会等を通じ

て全員で共有する。 

〇 年度末の小中連絡会では、特に、詳細な内容を聞き出すことに努める。但し、担任の

主観である場合もあるため、鵜呑みにせず、中学校説明会時の観察・卒業アルバム写

真等を元にし、実態をつかむよう心掛ける。 

 

19 東中の特色 （下線は重複事項＝複数意見ではなく、ひとつでも分類したもの） 

特

色 

<教育環境に関する内容> 

〇 校舎のきれいさと生徒の素直さ。 

〇 学校をきれいに保とうとしている。 

〇 支えあい、学びあう風土 

〇 いろいろなことに一生懸命やる。 

〇 幅広く、受容性の高いところ、非常に生徒たちが落ち着いているところ。力のある

先生が多いところ。 

〇 優しさと何事にもまじめに取り組む姿勢。今後は物おじせず、人前でも先頭に立っ

たり、自分の特性を生かして人の力になったり、集団を支えることのできる人間を育

てること。 

〇 学校が落ち着いている。 

〇 行事に一生懸命。 

〇 保健指導で爪検査等、細かな点まで、丁寧に指導されていて、とても良いです。いつ

もありがとうございます。 

〇 給食。完食の指導、パティオランチ、オリジナルメニュー等、とても楽しい。 

〇 学校全体で完食を目指している。 

〇 部活動が盛ん（2) 

〇 部活に前向きの取り組む生徒が多い。先生方も、いつも子供のそばにいる感じで、

とても良いです。（子供だけにして任せきりにしない部活運営がされています。） 

 



<生徒の特性やよさに関する内容> 

〇 勉強、運動、諸活動全てに積極的に取り組む生徒。 

〇 子供たちが素直で明るく、元気に活躍できる学校・文武両道な学校。 

〇 規律正しい生活、学習にも積極的に取り組んでいる。 

〇 生徒が素直で明るい雰囲気で進む授業。 

〇 生徒の素直さ  〇 生徒の素直さ 

〇 生徒が素直で、様々な取り組み 

〇 また、生徒も素直な子が多く、教員の指示や注意を聞き入れる。 

〇 非常に生徒たちが落ち着いているところ 

〇 先生生徒の素材の力が素晴らしい。 

〇 東中の生徒は、委員会活動に大変前向きで、素晴らしいです。こういう学校に初め

て務めることができました。ありがたいです。 

〇 部活に前向きの取り組む生徒が多い。 

〇 子供たちの表情が柔らかい。 

〇 穏やかで力がある生徒が多いと思います。上手に力をのばし、育てることが必要だ

と思います。 

 

<教職員のチームワークや組織等に関する内容> 

〇 生徒一人一人のことを考え、接している教員が多い。また、生徒も素直な子が多く、

教員の指示や注意を聞き入れる。 

〇 力のある先生が多いところ。 

〇 先生生徒の素材の力が素晴らしい。 

〇 教師が生徒一人一人に対して真剣に接していて、「教育」に熱心なところ。 

〇 先生方も、いつも子供のそばにいる感じで、とても良いです。（子供だけにして任せ

きりにしない部活運営がされています。） 

 

取

り

組

む

べ

き

内

容

等 

<組織運営等> 

〇 校務分掌の内容の精選とまとめ（引継ぎ）。先生方の異動が激しくなるので確実に引

き継いでいただきたい。 

〇 受容性の中にもある程度のルール作りや徹底の規律を設けながら、共通理解をもっ

て、伸ばしていく。どうしたら、今以上によくなるかの部分を大切にする。力のある

先生がたくさんいるので、協力し、手を取り合って「チーム東」として指導を行って

いく。例：諸先輩方が見本やノウハウを若い先生に伝え、見届ける。その際、①心構

えや態度等も含め、生徒の活動前後には先生も準備している。②言葉遣いや態度も含

めた身のふるまい。③自分の仕事＋αで手を貸す。思いやりの姿勢など。 

〇 仕事の分担（偏っているように思われる。） 

〇 新しいことにどんどん挑戦して、周りに発信できるような学校を目指せるとよい。 

〇 現状を維持することや、更なる上を目指せるよう支援をしていく。 

〇 学校がチームとしてよりまとまって力を発揮していくこと（学年や個々でばらつき

がある） 

〇 職員間の適切な連携だと思います。 



<学習指導> 

〇 力のない人でも授業がしっかりできる。 

<道徳教育> 

〇 道徳の資料の共有化・場面絵・指導案等の保存 

<生徒指導> 

〇 呼名されたとき、しっかりと返事ができる生徒になってほしいと思います。・特別活

動、学習活動のあらゆる場面です。 

〇 教育相談をもう一歩、積極的に明るく日常的なものにしていきたい。（不登校が多い

ように感じています。） 

<特別活動> 

〇 生徒会等がより生徒主体で進んでいくとよいと思います。 

〇 もう少し生徒主導の行事や場を設定してみてはどうか。力があるのでできると思う。 

〇 自主性の高揚。 

<給食指導> 

〇 完食できる量の設定が本当に正しいのかどうか。 

<部活動> 

〇 どの部活動も一生懸命に取り組んでいる。 

<その他（多数の項目あり、分類できないもの）> 

〇 教員側の課題はたくさんあると思う。それは伸びしろがあるということ。今、本校

は生徒も落ち着いてきている。この生徒たちの実態にあぐらをかくのではなく、次の

ステップを考えていく必要がある。 

  部活は活発なので、次は生徒会、学活、行事、道徳、生徒指導、教育相談等を丁寧

に立て直していくとよい。そのためにはそれぞれの分野に適任の教員を見極め、配置

することが大切である。 

  生徒の自治的活動の裏には、先生方のおぜん立てがあることを知らなければならな

いと思う。自治は放任ではない。教師側の手のひらの上にのっているが、子供はあた

かも自分たちで作っているという気持ちにさせることが大切である。この考えをしっ

かりと教員側で共通認識していなければならないと思う。 

  また、儀式的行事も大切にしたい。始業式等の校歌の前に発声練習があるほうがい

つも良い歌が歌え、子の自信につながる。 

  表彰朝会は増やしたほうが良い。良いことは小出しにしてあげたほうが良い。その

方が同じ賞状の量でも自信は増える。また、檀上での態度の練習にもなる。 

 


